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 脱閉じ込め転移[1]では、驚くべき事に、臨界点を挟んだ両相で異なる対称性が自発的に破れ、
且つ、臨界点でのみ両方の対称性が回復している。一方、従来の良く知られている臨界現象は、

臨界点を挟んで１つの対称性が自発的に破れる現象として考えられている（これをランダウ・ギ

ンツブルグ・ウィルソンパラダイムと呼ぶ）。従って、脱閉じ込め転移は従来のパラダイムを超え

た新しいタイプの量子臨界現象の一つである。 
 
	
 SU(N)ハイゼンベルグモデルは脱閉じ込め転移を起こすミニマムモデルではないかと考えられ
ており、多くの研究が活発に行われている。我々も SU(N)ハイゼンベルグモデルを中心とした量
子モンテカルロ法を用いた研究を行ってきた。 
 
	
 一般的に、正方格子や蜂の巣格子上の SU(N)ハイゼンベルグモデル（J項のみモデル）では、
ネール秩序等の SU(N)対称性が自発的に破れた秩序が基底状態に現れる。一方でプラケット型相
互作用（Q項と呼ばれる）を付加すると、強く相関したスピン対が格子上に規則的に並んだValence 
Bond Solid秩序が低温で出現することが知られている。従って、絶対零度では、SU(N)対称性と
空間対称性が各々破れた２つの秩序相の間に、量子相転移がおこると考えられている。このモデ

ルは SU(N) JQモデル[2]と呼ばれ、脱閉じ込め転移研究の中心的モデルとして多くの先行研究が
行われてきたが、脱閉じ込め転移の存在に関してもまだ決着が着いていない。 
	
  
	
 我々は SU(N) JQモデル（N=２、３、４）の転移点近傍の大規模な量子モンテカルロシミュレ
ーションを行った。その結果、（１）格子の空間対称性を超えた脱閉じ込め転移特有の普遍的振る

舞いを確認する一方で、（２）システムサイズの増加と共に、臨界性を仮定して評価した臨界指数

（特に相関長の発散を記述するν）が１次転移（非臨界的転移）の方に系統的にシフトしていく

事も発見した。これらの結果は今後の脱閉じ込め転移の研究に多くの指針を与えるものである[3]。 
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